（要領第４条第１項の（１）及び第６項の（１）関係）
別記様式第１０号
                                         　　
　　ぎふクリーン農業生産登録変更申請書
　                      　　　　　　　　　　　　登録変更届出書      　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中止届出書
                                                                令和    年    月　　日
　岐阜県知事  様
                                          住　　所　〒
                                          (団体又は法人にあっては､代表者等の所在地)
                                          氏　　名                     　　　　　 印
                                          (団体又は法人にあっては､名称及び代表者名)
                                          電話番号
                       （栽培者以外の者） 住　　所　〒                             
                          ※連名の場合    (団体又は法人にあっては､代表者等の所在地)                                             　　のみ記入       氏　　名                     　　　　　 印 
                                          (団体又は法人にあっては､名称及び代表者名)                
                                           電話番号                             
  平成（令和）  　年    月    日付けで生産登録を受けた内容について下記のとおり変更（生産中止）したいので、ぎふクリーン農業表示要綱第９条第１項の規定により、下記のとおり申請します。
記
１　登録概要
	生産登録区分
	

	生産登録番号
	

	生産登録年月日
	

	品目名（農産物の種類）
	

	生産ほ場の所在地
	                              　　　　 他　　筆


２　変更事項
	①生産登録区分
	②生産ほ場の所在地
	③栽培規模

	④栽培方法
	⑤登録者の氏名及び住所
	⑥品目の追加(注２)

	⑦ＧＡＰ手法の導入状況
	⑧その他の事項
	


（注１）該当する全ての変更事項に○印で囲むこと。

（注２）土耕栽培の化学合成農薬及び化学肥料を使用しない栽培、養液栽培の化学合成農薬を使用しない栽培区分で栽培品目を追加する場合
３　変更内容
	変　更　事　項
	変 更 事 項 の 詳 細

	
	変更前
	変更後

	①生産登録区分
	
	

	②生産ほ場の所在地
	
	

	③栽培規模
	
	

	④栽培方法
	
	

	⑤登録者の名称、氏名、
　住所
	
	

	⑥品目の追加
	
	

	⑦ＧＡＰ手法の導入状況
	
	

	⑧その他の事項
	
	


４　変更理由
	


５　添付資料
（1） ぎふクリーン農業生産計画書（別記様式第１０号の２）
（2） 花き栽培の環境への負荷低減の取組評価チェックシート（別記様式第１０号の３）
（３）　化学合成農薬使用回数がわかる書類（薬剤名・希釈倍率・使用量および収穫前日数が記　　　　載された防除暦等）

（4） 化学肥料使用量が分かる書類（施肥体系、肥料に含まれる窒素成分が分かる資料等）
（5） 土耕栽培の化学合成農薬及び化学肥料を使用しない栽培、養液栽培の化学合成農薬を使用しない栽培区分にあっては、追加する品目が複数ある場合は品目ごとに育苗期間を含めた農薬及び肥料等の使用資材が分かる資料（参考様式５に準じ添付する）
（6） 生産管理及び出荷管理の体制がわかる書類
· 複数の市町村を越える団体の場合は添付する

（7） 生産ほ場の所在地が複数ある場合は、所在地と面積が分かる資料

（8） 栽培者が複数の構成員からなる団体の登録の場合には、構成員数と氏名が分かる書類及び組織の規約

（9） 養液栽培の場合は、排液処理方法について分かる資料

（10）　きのこ栽培の場合は、培地の原材料及び生産方法についてわかる資料
（11）　ＧＡＰ手法を導入する場合は、ＧＡＰ手法導入計画（別記様式第１０号の４）又は別記８の３に示す規格の認証書
（12）　登録証
· 土耕栽培の化学合成農薬及び化学肥料を使用しない栽培、養液栽培の化学合成農薬を使用しない栽培区分において、品目を追加する場合は同一の農産物の種類に該当する全ての登録証を添付する
  （注１）変更事項に応じて必要な資料を添付してください。
　（注２）変更の届け出の場合は、登録証の添付は必要としない。
　（注３）生産を中止する場合は、登録証のみを添付する。

別記様式第１０号の２　
ぎふクリーン農業生産計画書

	区　分
	栽培方法
	導入技術内容

	病害虫

雑草防除
	化学合成農薬使用回数（延べ有効成分）
	回以下　

	
	化学合成農薬の使用を減少させる技術


	□　温湯種子消毒技術

□　機械除草技術

□　除草用動物利用技術（動物の種類　　　　　　　　　　）

□　生物農薬利用技術（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　対抗植物利用技術（植物の種類　　　　　　　　　　　）

□　抵抗性品種栽培・台木利用技術（　　　　　　　　　　）

□　土壌還元消毒技術（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　熱利用土壌消毒技術（　　　　　　　　　　　　　　　）

□　光利用技術（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　被覆栽培技術（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　フェロモン剤利用技術（　　　　　　　　　　　　　　）

□　マルチ栽培技術（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	土づくり
施肥
	化学肥料使用量

（Ｎ成分）
	Ｎｋｇ/１０ａ以下　

	
	化学肥料の施用を減少させる技術
	□　局所施肥技術（方法　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　肥効調節型肥料施用技術（　　　　　　　　　　　　　）

□　有機質肥料施用技術（　　　　　　　　　　　　　　　）

□　その他　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	土づくり技術
	□　たい肥等有機質資材施用技術

資材名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　緑肥作物利用技術

緑肥作物の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　）

	その他
	特筆すべき技術
	

	生産・販売予定数量（kg）
	

	表示票使用予定数量（枚）
	２５ｍｍ　　　　　４０ｍｍ　　　　　７０ｍｍ

	主な販売先
	名　称
	

	
	住　所
	


（注１）化学合成農薬の使用を減少させる技術、化学肥料の施用を減少させる技術、及び土づくり技術は、それぞれ一つ以上の技術を導入し、（　　）は具体的に記載する。
　（注２）養液栽培等生産ほ場の土壌を用いない栽培の場合は、以下に注意する。

　　　　・特筆すべき技術に排液、培地及び容器等の処理方法を記入する。

　　　　・化学肥料の使用量及び化学肥料の使用を減少させる技術及び土づくり技術を記入する必要はない。

  （注３）きのこ類の場合は、以下に注意する。

　　　　・特筆すべき技術に原木または培地の処理方法を記入する。

　　　　・化学合成農薬使用回数に「０回」と記入し、化学合成農薬の使用を減少させる技術、化学肥料の使用量及び化学肥料の使用を減少させる技術及び土づくり技術を記入する必要はない。

　（注４）生産・販売予定数量欄は、毎年度の生産の開始を起点として年間の生産・販売予定数量を記入する。

（注５）表示票使用予定数量欄は、毎年度の出荷の開始を起点として年間の表示票使用予定数量を記入する。

  （注６）申請者は、自らの責任ある生産管理及び出荷管理の体制を整備すること。          
別記様式第１０号の３
１　花き栽培の環境への負荷低減の取組評価チェックシート　（申請者記入用）
　　該当する取組状況を○印で囲んでください。
	　　項　　目
	　取　組　状　況

	１　肥料・農薬の適正使用の取組状況
	
	

	
	（１）肥料の適正使用（次にあげる項目のいずれも取り組んでいること）
	
	

	
	
	①肥料は、肥料取締法に基づく登録又は届出を受けているもの　を使用している。
	すべて使用している
	使用していない

	
	
	②花きに必要な量の施肥を行い、過剰な施肥を行っていない。
	適正な施肥である
	適正な施肥でない

	
	（２）農薬の適正使用（次にあげる項目のいずれも取り組んでいること）
	
	

	
	
	①農薬取締法による登録を受けているもの又は特定農薬を使用　している。
	すべて使用している
	使用していない

	
	
	②農薬の使用基準を遵守している。
	遵守している
	遵守していない

	２　肥料・農薬の削減に取組状況
	
	

	
	（１）肥料の削減（次にあげる項目のどれかに取り組んでいること）
	
	

	
	
	①有機質肥料を使用している。（土壌を用いる栽培のみ）
	使用している
	使用していない

	
	
	②緩効性肥料を使用している。（土壌を用いる栽培のみ）
	使用している
	使用していない

	
	
	③養液栽培施設が、周辺環境に負荷を与えない構造を有してい　る。（土壌を用いない栽培のみ）
	有している

	有していない


	
	（２）農薬の削減（次にあげる項目のどれかに取り組んでいること）
	
	

	
	
	①耕種的防除に取り組んでいる。（防虫ネット等）
	取り組んでいる
	取り組んでいない

	
	
	②代替資材を利用している。（天敵、ＢＴ剤等）
	取り組んでいる
	取り組んでいない

	３　土づくりの取組（土壌を用いる栽培のみ）
	
	

	
	　（１）土づくり資材を利用している。
	利用している
	使用していない

	
	　（２）土づくり資材を適正に施用している。
	適正である
	適正でない


	　　項　　目
	　取　組　状　況

	４　養液排液の適正処理の取組（土壌を用いない栽培のみ）
　（次にあげる項目に一つ以上取り組んでいること）
	
	

	
	　（１）他農産物の栽培における窒素肥料等に利用している。
	利用している
	利用していない

	
	　（２）たい肥製造の窒素源等に利用している。
	利用している
	利用していない

	
	　（３）肥料成分の吸収・吸着等による浄化処理を行っている。
	行っている
	行っていない

	
	　（４）他植物等により肥料分を吸収している。
	行っている
	行っていない

	
	　（５）その他養液排液の適正な処理を行っている。
	行っている
	行っていない

	５　環境への負荷を与えない構造を有してる施設の導入状況
　（土壌を用いない栽培のみ）  （次にあげる項目のすべてに取り組んでいること）
	
	

	
	　（１）施設が、周辺環境に負荷を与えない構造を有している。
	有している
	有していない

	
	　（２）養液排液原液及び養液排液の希釈養液の河川及び作物が
　　　ない状態のほ場へ流出を行っていない。
	行っていない
	行っている

	６　養液栽培で使用した培地等を適正処理の取組
　　なお、培地等を使用しない場合は、この限りではない。
	
	

	
	（１）培地の処理（次にあげる項目のすべてに取り組んでいること）
	
	

	
	
	①培地は、リサイクル利用に努め、廃棄処理する場合は、廃棄　物処理業者等により適正に処理している。
	行っている
	行っていない

	
	
	②培地の野積みによる放置は行っていない。
	行っていない
	行っている

	
	（２）容器等の処理（次にあげる項目のすべてに取り組んでいること）
	
	

	
	
	①容器等は、リサイクル利用に努め、廃棄処理する場合は、廃　棄物処理業者等により適正に処理している。
	行っている
	行っていない

	
	
	②容器等の野積みによる放置は行っていない。
	行っていない
	行っている


２　花き栽培の環境への負荷低減の取組評価の農林事務所の意見（申請者は記入しないこと）
	花き栽培の環境への負荷低減の取組の状況

	　取組評価チェックシートどおりの取組だった。
　取組評価チェックシートどおりの取組ではなかった。
　令和　　年　　月　　日
　　　　　○○農林事務所長



別記様式第１０号の４
ＧＡＰ手法導入計画
１　管理体制
	監査員氏名（人数）
	所　　属

	他　　　人
	


注１）監査員氏名欄は、監査員が複数いる場合は、主な監査員氏名と人数を記入する。登録者が団体登録者の場合は、所属における役職を記入することも可とする。
注２）所属欄は、登録者が個人の場合は、監査員に指名した者の講習会受講年月日を記入する。

２　チェックリスト
（１）参考様式６に準じチェックリストを作成して添付すること。

（２）チェックリストから別表８の点検項目を除外する場合、その理由を記入すること。

（例：農薬を使用しない栽培の場合「農薬の使用に関する点検項目は該当しない事項である」等）

	別表８の点検項目
	除外する理由

	
	


３　内部監査方法
	実施時期
	　　確認方法

	
	
	現地確認を行わない場合はその理由

	　　　　　　　月
	現地確認

記録書類

聞き取り
	


注１）確認方法欄は、該当する全ての方法に○印で囲むこと。

（要領第３条第２項及び第４条第１項（１）関係）
参考様式５
使用資材一覧
１　使用する種子又は苗等     

（１）種子              

	品目名
	品種名
	入手方法
	　入手先

	化学合成農薬使用の
	化学合成農薬使用種子を使用する場合の理由

	
	
	自家採種
	購入
	
	有無
	 使用農薬名
	

	
	
	
	
	
	
	
	


· 購入種子の場合は、農薬の使用履歴が証明できる資料を添付すること。

（２）自家育苗の場合の育苗培土   

	
	 ほ場採取
	 　購入

	 使用する育苗培土の入手方法
	
	


 　※購入培土を使用する場合は、化学肥料（窒素成分）が含まれていないことがわかる資料を添付すること。                                                                

（３）苗（購入苗を使用する場合）                                                   

	品目名
	品種名
	化学合成農薬使用の
	化学合成農薬使用苗を使用する場合の理由
	培土に化学肥料（窒素成分）が使用されていないことの確認

	
	
	有無
	使用農薬名
	
	

	
	
	
	
	
	


· 養液栽培の場合、記入しなくてよい。
· 購入苗の場合は、農薬の使用履歴が証明できる資料を添付すること。

２　使用する農薬
	農薬名

	使用基準
	入手先

	使用計画

	
	対象病害虫

	希釈倍率
又は使用量
	使用時期(収穫前)
	使用
回数
	
	時期

	希釈倍率等

	
	
	
	
	
	
	
	


· 節減対象外の農薬について記入すること。
· 一切の農薬を使用しない場合は、「農薬名」欄に該当なしと記入すること。
３　使用する肥料等（堆肥、土壌改良資材等含む）
	肥料名
	成分等
	使用量
(kg/10a)
	使用時期
	入手先

	
	原料
	Ｎ
	Ｐ
	Ｋ
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	           


· 「ＮＰＫ成分」欄は、自家製堆肥等で不明な場合は記載不要。
· 有機質肥料にあっては、原料内容がわかる資料を添付すること。
· 養液栽培の場合、記入しなくてよい。

４　生産・販売計画

	時期（月）
	１　２　３　４　５　６　７　８　９　１０　１１　１２

	概　要
	(年間主要作業を記載)


（要領第８条第２項関係）
参考様式６
令和　　年度ＧＡＰチェックリスト

	生産者氏名
	

	自己点検日
	　　　月　　日

	内部監査日
	　　　月　　日


	区分
	点検項目
	自己点検結果
	内部監査結果

	食品（農産物）安全
	農薬
	適正使用
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	危害防止（農薬残留防止）
	
	
	
	

	
	
	適正保管
	
	
	
	

	
	肥料
	適正使用
	
	
	
	

	
	
	適正保管
	
	
	
	

	
	水
	安全性確認
	
	
	
	

	
	収穫
	品質・衛生管理
	
	
	
	

	
	出荷

・調製
	適正管理
	
	
	
	

	環境保全
	
	廃棄物処理
	
	
	
	

	労働安全
	
	作業者の安全管理
	
	
	
	

	確認改善
	
	
	
	
	
	


